
　9月9日は「救急の日」、9月9日～15日は「救急医療週間」です。
　皆さんは、目の前で気分が悪くなった人やけがをした人を見て、救急車を呼んだほうがいいのか、病院へ行っ
たほうがいいのか、様子を見たほうがいいのかなど、何が適切な判断なのか迷った経験はありませんか？
　そのような場合に、皆さんの判断の助けとなる「全国版救急受診アプリ」（愛称「Ｑ助」）をご存じでしょうか？

問合先 消防本部消防総務課消防救急グループ（☎82－9496）

９月
９日は救急の日

　難しい操作は必要ありません。ダウンロードしたアプリを開
いて、急な病気やけがをしたときに、該当する症状を画面上で
選択していくと、緊急度に応じた必要な対応が表示されます。
　その後、医療機関の検索や受診手段の検索、119番通報を行
うことができます。
※検索時は外部サイトへ接続します。

Ｑ助はどうやって使うの？

　Ｑ助は、病人やけが人の緊急度判定を支援し、利用できる医
療機関や受診手段の情報を提供するため、総務省消防庁によっ
て作成されたスマートフォン・タブレット向けの救急受診アプ
リです。また、ウェブ版もご利用いただけます。

Ｑ助ってなに？

ダ ウ ン ロ ー ド 方 法

※一部の機種ではご利用できない場合があります。
※詳しくは、総務省消防庁ホームページ（　  https://www.fdma.go.jp/） をご覧ください。
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利用画面（イメージ）

総務省消防庁ホームページ「全国版救急アプリ（愛称「Ｑ
助」）」へアクセスすると、ウェブ版の利用およびアプリの
ダウンロードに関する案内が記載されています。全国版救急受診アプリ Ｑ助

URL
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